
 

134

 

1. あなたの病気（腎細胞癌）について 

腎細胞癌とは血液を濾過して尿を作る腎臓という臓器に発生する癌で、40 歳代から 70 歳代に

多く発症します。男女比はおよそ 2：1 です。血尿やお腹の違和感で見つかることもありますが、深

い所にある臓器なのでなかなか症状が出にくく、症状が出てくる段階では他の臓器へ転移してい

る場合も少なくありません。最近では人間ドックや癌検診などで行われている超音波検査で偶然

発見される患者さんが増えてきています。 

 

２． あなたの病気（腎細胞癌）の治療法について 

(1) 現在行われている治療法 

腎細胞癌の特徴は、他の癌で一般的に使われる抗癌剤などのお薬や放射線があまり効かない

という事です。したがって手術で完全に摘出する事がたいへん重要です。しかし、発見が遅れた

場合などのいわゆる進行した状態になると、多くの場合、周囲に広がっていくと同時に、リンパ節、

肺、骨、肝臓などへ転移を起こしてきます。手術で取りきれないものや、転移してしまったものに対

しては、インターフェロン、インターロイキンなどのサイトカインと呼ばれる蛋白を利用した薬物治療

が行われています。これらのサイトカインを用いた薬物治療は患者さんの免疫力を高めることによ

って、癌を攻撃するので、免疫療法と呼ばれています。10 人のうち 1～2 人の患者さんはこの治療

によって、癌が縮小するといわれていますが、残念ながら残りの 8 割程度の患者さんには効果が

ありません。また、この治療によって一時的に癌が小さくなっても、やがて大きくなってくる場合が

ほとんどです。生存期間の延長についてのインターフェロンの効果を黄体ホルモンと比較した場

合、中央値で 8.5 ヶ月と 6.0 ヶ月と、インターフェロンの方が長かったと報告されています。また、イ

ンターロイキンとインターフェロンが生存期間の延長に及ぼす効果は、ほぼ同等であると報告され

ています。このように進行した腎細胞癌の患者さんには確実に有効な治療法が確立されていない

ため、新しい治療法の開発が望まれています。 

 

(2) 今後のあなたの治療法 

健康診断での超音波検査などによる早期発見と手術療法の進歩、その後に実施されるインタ

ーフェロンなどのいわゆるサイトカインを用いた免疫療法などにより腎細胞癌の治療成績は向上し

ました。あなたに対しても、これまでの様々な過去のデータ（治療成績など）から、状況に応じ最善

と考えられる治療法が行われてきました。 

しかし、あなたの場合、このような治療法が行われたにも関わらず、再発または腫瘍の増大傾

向が認められるか、従来有効とされてきた治療が、これ以上実施困難な状況であることから、残念

ではありますが、今後の治療法の選択は大変難しい状況にあります。 

今後の治療としてあなたが選択できるのは  

① 手術（再手術の場合、腫瘍の完全な摘出は困難です。） 

② 各種抗癌剤による化学療法  

③ サイトカインなどを用いた免疫療法の継続  
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